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1 研究の背景と目的
近年, 日本各地で自然や文化・産業などの地域資源を

活かしたまちづくりが市民参加によって展開されている。

例えば地区計画や市町村マスタープランを作成する場合,

地域の環境を整備するために市民たちがまちを見て回り

地域資源のマップづくりに参加している。また,まちに

点在する地域資源を総合的に活かしていくためにまち全

体をミュージアムに見立てネットワーク化し,地域資源
の管理・運営に一連のミュージアム活動を取り入れた市

民主体による運動が展開されている (1ヽ ただし「一連の

ミュージアム活動」とは,まちづくりの前段階として市

民に地域資源を「1調査研究」・「2収集保存」・「3展示
企画」・「4教育普及Jさせるためにこれら基礎的要素を

連ねた諸活動のことであるlヽ 今後,新 しい市民活動を

ベースにしたテーマコミュニティにより地域資源を発見・

活用し,そのプロセスの中に町内会や自治会などを巻き

込むことによってローカルコミュニティによるまちづく

りの市民参加を促していくことが必要であると思われる。

これまでにミュージアム活動と地域資源を活かしたま

ちづくりに関する既往研究として,まちかど博物館に係

わる住民の参加への意識形成に及ぼす要因を提えたもの'
や,地場産業を活かしたまちづくりに及ぼしている要因
を捉えたもの3ヽ 農村計画の分野で集落の活性化を図るた

めの誘導要件を提えたもの。,米国における歴史的環境保

全を通した経済的発展を促進するためのプログラム概要

を提えたもの5)がある。まち全体をミュージアムに見立

てて多くの市民活動を一連のミュージアム活動として展

開していくことは,自分の地域に興味を抱き,まちづく

りに関心を持つきっかけづくりとして必要であると思わ

れるが,今までにミュージアム活動の基礎的要素から多

様な目的を有する市民団体の活動内容を分析し,考察し

たものは見られない。

本研究では,自発的・継続的に非営利的な団体により行

なわれる市民活動を一連のミュージアム活動として展開

するための条件を得ることを目的とする。

2 研究方法と調査概要
方法としては,まずミュージアム活動から見た市民活

動の現状を把握するために市民団体の属性とミュージア

ム活動の基礎的要素との関係を分析する。次に市民活動

を一連のミュージアム活動として展開するための条件を

捉えるために行政の働きかけと市民団体の各基礎的要素

との関係から見て市民団体をタイプ分けし,活動支援の

あり方と実践的なまちづくりにつながるきっかけについ

て考察を行なう。

調査対象地は神奈川県川崎市とする。その選定理由と

して川崎市は,地域資源を活かしていくためにまち全体
をミュージアムに見立てた多摩川エコミュージアム構想

を市民と行政とのパートナーシップにより推進されてお

り,市民活動の活発な地域だからである。調査手法は,川

崎市内の地域資源を活かした市民活動の現状を提えるた

めに市民団体の代表者に対し郵送によるアンケート調査

を行なつた。また市民活動を促進するための支援項目を

把握するために川崎市内で活動する市民団体を交えて

ワークショップを行ない,さ らに市民活動を一連の

ミュージアム活動として展開するための条件を明らかに
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するためにアンケート票に回答した団体の中から該当数

の多い団体 (2)に対し活動の経年変化についてヒアリン

グ調査を実施した。

アンケート票の設間は,市民団体の活動分野 `3)と活

動者数・年間活動費 ‐活動内容 ()の 4項目である。ま

たヒアリングでは市民団体の活動経緯と活動目的,行政

などによる活動支援,活動内容の経年変化を尋ねた。対

象者は(財 )川 崎ボランティアセンターと川崎市市民局に

登録されている市民団体の代表者計 280人である `;)。
2000年 1月 にアンケート票を郵送し,その回収数は127

(回収率 :453%)で あった。また 1999年 10月 にワーク
ショップを行ない,2000年 2月 ～ 7月 にヒアリング調査

を実施した。

3 ミュージアム活動の各要素から見た市民活動の現状
図1と 図 2は ,回答された団体について活動分野別に

各団体の活動者数と年間活動費を示したものである (6ヽ

「環境保全Jと 「社会福祉Jを見ると活動者数 39人以下

が全体の約 6官 Iか ら8割近くを占め,他分野と比べて活

動者数が少なく,小規模な活動を行なっている団体が多

い。それに比べ「地域社会Jと 「教育 文化Jを見ると
活動者数80人以上と年間活動費100万 円以上が全体の約

2割から3割を占め,活動者数と年間活動費が多く,大

規模な活動を行っている団体が多い。さらに回収された

アンケート票から各活動分野に該当する市民団体を具体

的に調べてみると「社会福祉」と 環 境保全Jの小規模

な団体は児童・障害者福祉と自然環境保護の団体であっ

た。また「教育・文化」の大規模な団体は公的な芸術・文

化振興協会であり,小規模な団体は郷土史研究会などで

あった。そして「地域社会Jの大規模な団体は地縁のま

ちづくりに関する団体であった。

図 3は市民団体の活動内容をミュージアム活動の基礎

的要素別に示したものである。その中で「教育普及Jが

最も多く,次に「調査研究」と「収集保存J,「展示企画J

についてはあまり実施されていない.

図4は活動分野別に4つの活動内容について実施して

図2 活動分野と年間活動費
図4 活動分野と4つの活動内容を実施している割合 (複数回答)
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いる割合を示したものである。「教育普及Jを見るとどの

活動分野でも比較的実施している割合が高いが,「調査研

究Jと「収集保存」を見ると「地域社会Jと 「環境保全」

の割合が高く,「展示企画」を見ると「教育・文化」の割

合が高い。

図 5は活動者数別と年間活動費別に4つの活動内容に

ついて実施している割合を示したものである。活動者数

別について「展示企画」を見ると活動者数が増えるにつ

れて実施している割合も高くなるが,他の活動内容につ

いて関係が見られない。また年間活動費別について「展

示企画Jを見ると年間活動費が多くなると実施している

割合も高くなるが,「調査研究」と「収集保存」について

年間活動費との関係が見られない。

以上のことからミュージアム活動の基礎的要素と市民

団体の属性との関係を見てみると「調査研究」や「収集保

存」の実施については活動分野により影響される。また

「展示企画」の実施については団体数が少なく,活動者数

と年間活動費の規模に左右されることが明らかになった。

4 -連 のミュージアム活動を展開するための条件
この章では具体的に市民団体の活動内容を「調査研

究J・「収集保存」・「展示企画」「教育普及」に分け,その

経年変化の特徴を考察する。さらに予備調査として川崎

市内の市民団体を交えてワークショップを行なつた結果,

市民活動を促進するために「技術的支援J「財政的援助J

「活動拠点の確保」「情報の共有化Jがあげられたことか

ら,行政によるこれら4つの活動支援の現況との関係を

提えることで市民活動を一連のミュージアム活動として

展開するための条件を積み上げたい。

被調査団体はミュージアム活動の基礎的要素である

「調査研究」・「収集保存J・「展示企画」。「教育普及J全て

を実施している4団体とし,表 1上段にそれらのプロ

フィールと下段に活動支援の現況を示した。また図6～

9は ,縦軸に行政との関わりと市民団体の活動内容を「調

査研究」・「収集保存J・「展示企画」。「教育普及」に分け,

横軸にその経年変化を示したものである。なお①～⑥は

他団体と比べて特徴的な活動内容の変化を図中に印し,

図の右側にその変化をもたらした「契機J「行動」・「結

果Jを記述したものである。

それではこれからミュージアム活動の基礎的要素の相

互連関に着目し,市民活動について一連のミュージアム

活動として可能にする条件を考察してみたい。

(1)一連のミュージアム活動を可能にする技術的支援
図 6か らA団体の特徴は,毎年公民館のイベントや講

座に協力することで,A団体の持つ情報や活動を社会に
還元していることである。つまり「調査研究」。「収集保

存」したことを「教育普及Jにまで展開する一連のミュー

ジアム活動が公民館の働きにより見られることである。

例えば高齢者教室において公民館はA団体に「技術的支

援Jを行ないながら「調査研究Jと してまち中の自然や

歴史を調べ (①),「教育普及」として散策コースの作成

を依頼している。その他にも公民館は新館の柿落としの

イベントに参加を促すこと (⑤)や ,企画講座に協力を

求めることを行なっている (⑥ )。

これらのことからA団体の活動を一連のミュージアム

活動として展開させるためには,「調査研究J・「教育普及J

について「技術的支援」が必要であり,そこに行政の働

きが大きいことも指摘できると思う。

表 1 被調査団体のプロフィールと活動支援の現況

饉調査団体 A:高澤ン,レ 一ヽガイドの会 B:まちはミュージアム C:多暉
"と
輌う会 D:平瀬川工城まちづくり協饉会

プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
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(2)新たな活動拠点の確保とミュージアム活動の転換
図 7か らB団体の特徴としては公民館の講座時に一連

のミュージアム活動を繰り広げた後で自然環境に着目し,

山林や菖蒲園の保全活動を展開していくことである。つ

まリー連のミュージアム活動をスパイラルアップ (7)し

ながら繰り広げ,その後に「収集保存Jに重きを置いた

活動を行なつていくタイプと考えられる。例えばB団体

の前身である公民館の講座では,「調査研究」としてまち

中を歩き,「収集保存」として写真を撮り文献を集め,「展

示企画」・「教育普及」として公民館で発表し,翌年の活

動テーマを明らかにしていった (①・②)。 しかし市民団

体として発足した (③)後は,「収集保存」として自然環

境を守るために川崎市に許可を得て里山を維持管理する

こと (⑤)や ,地元の地主の菖蒲園の草取りを手伝うこ

と (⑥)に専ら務めている。
これらのことから「収集保存」は「活動拠点の確保」に

影響される。特に行政や地元の地主との関わりが「収集

保存」に重きを置き,実践的なまちづくりにつながる

きっかけになると思われる
`

(3)財政的援助によるミュージアム活動への発展の可能性
図 8か らC団体の特徴は,主に多摩川沿いを散策しな

がら情報を収集しているが,川崎市の企画事業に参加し

たことで行政から一時的に助成金を受けられると展示会

や発表会を催すことである。つまり「調査研究J「収集保

存」を行ない,行政から助成を得られた場合にのみ一時

的に「展示企画」や「教育普及」へ展開するタイプと見ら

れる。例えば,「調査研究」として多摩川流域を歩き野鳥

や植物を観察し (②),「収集保存Jと してフィールドノー

トに記録し(③),後に市から助成を受け「展示企画」・「教

育普及」として写真展や発表会を催し一連のミュージア

ム活動を展開するまでに至つた。

C団体のように専ら「調査研究」と「収集保存」に特化

していても一時,行政から助成金を受けられると「展示

企画」や「教育普及」にまで発展することができることか

ら「財政的援助」による影響が大きいと思われる。

(4)情報の共有化によるミュージアム活動の総合化
図 9か らD団体の特徴としては,諸団体が各々の役害1

を担っていることである。つまり諸団体がミュージアム

活動の各基礎的要素を担いながら連携することで全体的

に一連のミュージアム活動を展開するタイプと思われる。

例えば「平瀬川まちづくり協議会Jは行政や商店会・町内

会・小中学校のIyrAと討議を重ね,地域の課題や問題点

を把握するための「調査研究」の役割を担っている (⑤ )。

また「うるおいのあるまちづくり地域問題促進委員会」は

年 契機 行動 結彙
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「収集保存」(③)と「展示企画」,「飛森谷戸の自然を守

る会」と「ガーデニング倶楽部コスモスJでは「収集保

存」(④)と 「教育普及」 (⑥)の役割を担い,区づくり

プランを具現化している。

ゆえに一連のミュージアム活動は地縁団体と相互理解

を深め連携することでまちづくりを展開できたことから,

「情報の共有化」を図ることが重要であると思われる。

以上のことからミュージアム活動の基礎的要素と行政

による活動支援のあり方との関係から各団体のタイプを

比べると図10のような特徴が見られる。A団体は行政か

ら「技術的支援Jを受けることで継続的に「教育普及」を

実施している。しかしB団体では公民館の講座時におい

てスパイラルアップしながら繰り広げた後,行政や地主

との交流から新たな「活動拠点の確保」をしたことによ

り「収集保存」に重きを置いた里山の保全活動を行なう

に至った。また,あまり他団体と関係を持たないC団体

は行政から「財政的援助」を受けられると一時的に「展

示企画J・「教育普及」まで展開する場合もある。そして

D団体では行政や地縁団体と「情報の共有化」を図りな

がら連携することで「展示企画」「教育普及」を行ない,

全体的に一連のミュージアム活動を展開し,区づくリプ

ランに参加するという特徴が見られる。

5 まとめ
これまでに川崎市の市民団体を調査対象としてミュー

ジアム活動の視点から市民活動の現状を把握し,市民活

動を一連のミュージアム活動として可能にする条件を検

討してきて以下のことが指摘できた。

(1)ミュージアム活動の基礎的要素から見た市民活動の場伏
ミュージアム活動の主な要素ごとに市民団体の活動状

況を見ると「展示企画」の実施については,活動者数と

年間活動費の規模に左右されると考える。また,「調査研

究Jと 「収集保存」の実施については活動分野により影

響されることが明らかになった。これらのことから市民

活動を一連のミュージアム活動として可能にするには,

行政から市民団体に対して活動費を助成することや市民

団体の交流機会を設けることが考えられる。

(2)ミ ュ
「

ジアム活動をまちづくりに展開にする条件

市民活動を一連のミュージアム活動として可能にし,

まちづくりに展開していくためには,各市民団体の特性

に応じた活動支援のあり方とローカルコミュニティと協

働することが重要である。例えば,地元の地主と係わり
を持ち「活動拠点の確保Jをすることが重要である。ま

た地縁団体と「情報の共有化Jを図ることによって可能

になると思われる。したがって地域に根ざす方向にある

級 価 結果
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図8 C:多摩川と話る会の活動の経年変化

図9 D:平 瀬川流域まちづくり協議会の活動の経年変化
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市民活動は,まちづ くりに展開していく可能性がある。

今回はミュージアム活動の視点から地域資源に関わる

テーマコミュニティについて分析を行ない,ミ ュージア

ム活動がまちづ くりにつながる可能性を見てきた。今後

は,テーマコミュニティとローカルコミュニティとの協

働による実践的なまちづくりについて研究を深めていく

予定である。

謝辞 本つF究をlLめ るにあたり横浜l日 立大学の小池 1:教授
''び

に大原 興
助教授にご|1導 をmき ました また本1訓 0を lrなうにあたり(ll)‖ 崎ボラン
ティアセンター並びに

"‖

嗜1,役所,li民口1体の代表イの方々にご助力を口∫ぎ

ました。ここにi」 して感謝の意を表します。なお本り1究の 部は  本F'′
協会の平1父 11年度御 Fl学イ,Ftt」 l成の11ulを受けで実lLされたものである

補屁

(1)例 えば山形県朝日lrでは 第3次総合開発基本計画で「楽しい生
活環境観 エコミュージアムのまち」の一環として住民が主体と
なってlt域資源の案内看板や散策コースを整備している。そして

1999年 にNPO(特定非営和1活動法人)を取得した [朝日町エコ
ミュージアム協会Jは町から委託を受けて生涯学習センターを運営

している。他に岩手県東和町でも1990年 に地元住民により創設され

た「空 |1 川総合研知チJは 町の豊かな自然と伝統文化を発
見 整備するまちづくり運動を展開している.
(2)活動内容の

'で

「調術,F究」 「収失保イアJ  哄 本企|口」
「教育普及Jの全てにF,さ れているEl体を取り上げた.

(3)活 IJl分野のカテゴリーは,社会 1々11t(り J“ |サ r.ll■ィ),教

 ́文化 (教● 41江ヤ習のlFl単  芸術 文イヒの振It) lL域社会 (ま
ちづくり,llj光の振興),環境保全 (自然興境保核 リサイクル),い
|・・交流 脇力 その他 (人権 r`l 保健べ陳 その他)と した。

(4)活動内容は, i調査研究」「収集保存」「展示企画」「教育普

及Jに分けたものである.角本||に 「調査研究」では「自然 文
化 産業,その他に関する調査研究を行なう」を取り上げ  f収集
栞存Jには「自然,文化 産業 その他に関する資料を集めるJと
「自然 文化 人材などの目録やマップづくりJ 「展示企画Jに
,ユ「自然,文化 産業 その/tLに関する展示会を企画するJ,「教
育普及」には

'自

然観察会Jと ∫まち歩きJ 「活動報告会」
「講演会やシンポジウムJの項目を含めた。

(5)調査対象イのiml方 ,ムとして
'録
リスト の「文化 教市Jと 「4:

lr 環境」 「`FI 人権J 「まちづくり」は
'「

lll・のイヽ表イ200

人としたが,「福細 |べ療Jについてはキーワードとしてlrll案内に

け́ ‖」と「育成Jを ,こされている11体の代表イ50人 にした

(6)図 1は回1又された市民団体における活動者数の分布状況を見て 1

～39,40～ 79,80人以上にランキングしたものである.

(7)前年度の成果を踏まえて次年度の活動を積み上げていくこと.
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多摩川と語る会 (一時的な活動展開 )

ミュージアム活動          *皇 山保全の参加
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*区づくリプランの参加 ミュ蜆 活動

り協議会 (連携する活動展開)D:平瀬川まちづく

図 10 経年変化から見る市民団体のタイプ男1模式図


